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	食品の「異物混入」事故対応・対策の方法（Ｆ・Ｄ加藤光夫氏講演をベースに）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＡＳＭＥＱ顧問　監物今朝雄


　

　生協パルシステム連合会協力会品質管理部会主催の「学習研修会」が、３月２４日に開催されました。
　パルシステム品質保証部の西田部長から「商品事故の対応について」の講演と、フーズデザイン加藤光夫先生の「食品工場の異物混入対策１０ステップ」と題する講演がありました。

　参考にしていただければと考え、以下に概要をまとめてみました。

＜パルシステム品質保証部西田部長の講演から＞
1 ２０１５年度第３四半期までの商品事故件数の特徴

　・異物混入事故が依然として増加している。（前年差＋４４１件、前年比１２４％）
　・商品事故（組合員申告）の３割は正常品で組合員起因と思われるもの⇒組合員は「敏感」になっている。

　・申告する組合員の側も、申告⇒聞き取り、場合によっては再聞き取り、訪問聞き取りや回収等⇒謝罪訪

問、交換お届け等・・・と、負担は大きく、初期対応や回答内容（姿勢）によっては、２次クレームに

発展する。

　・調査報告書については「具体的に（誰が、いつ・・）」「再発防止策は検証（無理はないか、効果は・・）

する」ことが大切。
2 「危険異物の徹底した除去対策」と「ＨＡＣＣＰの導入のお願い」について。
もお話しがありました。

＜加藤光夫先生の講演から＞
　異物混入対策１０ステップとは

2 最初の緊急対策（毛髪防止策、ノロ対策、危険物除去、ビニプラ対策、金属異物対策等）

3 プロダクトゾーンの点検　③８割の問題を出す２割の工程を見つける　④動線とゾーニング　⑤清掃
洗浄をしやすい環境をととのえる　⑥清掃洗浄を科学的に（頻度、洗浄方法、洗浄剤のグレードと保管方法）⑦原材料由来を無くす　⑧防虫対策　⑨監視の仕組み　⑩点検・検証・監査・改善の仕組み作り
（以下は監物の受け止めた概要）

１　食品事故は何故起こるか
　原因と理由があるから
製造（手を加える・形を変える）するから
販売（一定の価値、購買者の期待するものを提供）するから
２　食品事故対応と対策とは
　事故が発生する原因と理由を探し出して、事故が起こらないように対策すること。
　製造する過程で事故が起こる可能性について考えて、それを明らかにして関係者で共有する。
　製造する食品は、購買者に何を提供するのか、それを明らかにして共有する。
＜法律や取引納品先との約束や社会的な一般的要求も含む。＞
３　食品事故の申告があったら。
　事故は自社で「起こったとしたら」「起こる可能性のある原因」は次のどれか考えてみる。
　①作業者や人の問題が関係している
　②製造機械や用具の問題が関係している
　③原料や調味料、包装材の問題が関係している
　④製造方法や製造手順（作業マニアル）の問題が関係している
４　原因調査と改善に取り組みます。
　異物混入は「プロダクトゾーン」で発生する。（意図的妨害以外）
　（AIBでの「プロダクトゾーン」とは： 露出した食品の真上にあたる区域、食品保管区域、製造設備および／
または設備上の食品の接触面、とある。食品の接触面は、まな板、ナイフ、食品を直接入れる容器、製造
機器の食品が直接接触するところなどで、特に洗浄をしっかりしなければならない。そして、異物混入の
元となるのは、もうひとつの露出した食品の真上、というところだ。食品がむき出しになっている場所の上
や周囲に異物混入の元があれば、混入する危険がある。）（フーズデザインより）
①　製造工場（工程）の「プロダクトゾーン」を平面図等で明らかにしておく。
②　まずは、プロダクトゾーンの内から、更に問題を出す２割の工程を見つける。
　　（例：毛髪ならば作業者がかかわる工程。プラ片ならばプラ用具、プラ材使用箇所、周辺等）
③　プロダクトゾーンの点検をする。
　　（人・物の動線交差はないか。ゾーニングはできているか。点検洗浄方法と頻度と清掃用具等と
確認方法は妥当か。見えない箇所：天井壁等含む：を発見する。）
５　問題点について改善⇒結果確認・検証⇒問題が残っていれば更に改善⇒結果確認・検証します。
　　事例：ゾーニング方法の変更と徹底。扉取手・スイッチ等の清潔管理ないしは触らないものへの変更。
結露対策。ラインを壁から離して落下影響防止と清掃しやすく。製品ライン位置を床面から離す。等
６　「目的を絞り込んだ」パトロール、チェック体制で改善維持と新たな問題発見（未然防止）できる
体制を作る。
1 普段見ないところを見る　②担当者でない目で見る（相互点検あるいは事務担当あるいは定時職員等ちがった目で見る）　③拭き取り検査や不定期のローラー掛け、掃除後のゴミの分析等結果の検証確認　④その他「創意工夫：思い付きを大切に」。
以上。

※以上、感想も含めてまとめてみました。ご意見をいただければ幸いです。
	＜編集後記＞

■ＪＡＳⅯＥＱ「商品事故削減会議第８回」が開催されました。６５名の参加をいただきありがとうございｍした。終了後アンケートで、以下のようなご意見をいただきましたので、今後の活動の参考にさせていただきます。
＜今後どのようなテーマを希望しますか？＞
・異物混入の対策事例（７件）・食品表示について（４件）・衛生管理について（２件）・従業員教育について（２件）・食品衛生法について・工場監査の時の具体的な見方、チェックの方法・今後考えられる微生物のリスクについて・コンタミに対する考えを強くしたい・海外（アメリカ、ヨーロッパ等）での事故事例、対策、改善事例等・ＨＡＣＣＰ導入方法・世の中の動きにマッチした食品をとりまく動きについて・商品開発にも生かせる講演・商品別（カテゴリー別）のパルシステムの販売動向、マーケティング等・製造の損益管理・販売マネジメント・実際にあった事故を検証するような（具体的に対応した内容等）講演

■皆様には、ＢＣＣでお送りしていますが、取引関係者及び関連会社の関係者への送付先追加希望（メールアドレスをお知らせくださ）がありました紹介下さい。　　　　　　　　　　　　（ＪＡＳＭＥＱ　中村・監物）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


協同組合ＪＡＳＭＥＱ（ジャスメック）監物今朝雄・中村優
〒１６９―００７２　東京都新宿区大久保２－３－４　出光新宿ビル　４階
Ｔｅｌ　０３－６２０５－６６７７　　Ｆａｘ　０３－６４５７－６７５９
Ｅ　：　k.kenmotsu@jasmeq.com　　　　Ｅ　：　m.nakamura@jasmeq.com
皆様のご意見、投稿をお待ちしています。
お名前　　　　　　　　　　　（匿名希望は希望ペンネーム等　　　　　　　　　　　　　　）
御社名　　　　　　　　　　　　　　　（　公開可　　非公開希望　）
次号以降への掲載　　　　　　掲載希望　　　　掲載は希望しない。
（以下、自由に記載いただきメールで返信下さい。）
	題名（無くても結構です）




